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平成２９年度 第２回匝瑳市市民協働推進協議会 会議結果概要 

 

○開催日時  平成２９年９月２６日（火） 午前１０時５０から午前１１時４０分まで 

○場  所  市民ふれあいセンター 談話室 

○出席委員  鎌形委員、木内委員、鈴木委員、越川（公）委員、越川（竹）委員、勝又

委員、加瀬委員（７名）名簿順 

（欠席委員）大木委員、尾原委員（２名） 

○市出席者  （事務局／環境生活課）加瀬課長、鎌形統括、仲田副主査、伊藤主任主事 
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１．開  会 

 

２．あいさつ 鎌形会長 

 

３．議  事 

 

（１）審査結果報告について 

匝瑳市市民提案型事業公開プレゼンテーション結果報告について説明 

 

《各委員からの質問・意見》 

・今回、事業が採択された場合、団体設立として市から助成金を受け運営して

いくことになるが、本年度の予算を見ると、助成金の他には寄附金が収入の

大半を占めることになり、次年度以降の運営が厳しいと思われる。パソコン

等を購入しチラシを作成して活動の周知などを行うとプレゼンの内容にも

入っていたので、市事務局と連携を図り、次年度からも収入が得られ自主運

営がしていけるよう助言をしていただきたい。今年度の活動でハード面を整

備し、次年度以降はソフト面を強化するなどの工夫が必要である。 

・他の自治体に、収入ではなく支出の金額に対し助成金の額を決定している自

治体もある。収入が多いと、寄附金を集めることが団体の負担になっていく

ことがある。今後、どのように助成金の金額を算出し交付していくか検討し

ていきたい。 

 

（２）今後のスケジュール等について 

市民協働関連スケジュール案について説明 

 

《各委員からの質問・意見》 

・市民提案型事業の募集を増やすために、募集方法の検討が必要である。新規

事業を行う団体よりも、既存の団体へ積極的にアプローチを掛けていった方
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がよいのではないかと思う。広報そうさに掲載のみでは集まりにくい。また、

まちづくり交流会は広域で行うのか。協働には「地域性」があるので、広域

ではなく単独で講演会などを行った方がよいのではないか。他地区からの自

治会が大勢で来場してしまうことも考えられるのではないか。 

・次年度の市民提案型事業募集についてですが、現在、募集に意欲のある団体

が２団体ございます。また、市内小学校にも事業提案依頼をしている所です

が、募集までに至っておりません。その他の活動団体については、職員の研

修会を行い、各課が行っている事業を協働の視点から洗い出しをしてもら

い、市民協働に適する事業や団体があれば市民提案型事業に応募してもらう

よう投げかけを行っていきたいと考えている。 

・まちづくり交流会について、主催が千葉県となる。交流会は、県内自治体に

開催希望を取っているが、県市民協働担当者と事前に打ち合わせを行い、匝

瑳市において交流会を開催する方向で調整を進めている所である。近隣自治

体からの参加については、今後募集方法で調整できるよう県担当者と協議し

ます。 

・交流会の開催時期については、次年度事業募集の期間に合わせて設定いたし

ました。本来であれば協議会に諮った上で時期決定をするところですが、講

師の調整など、都合により先に時期決定を行う形となりました。 

・庁内作業に「事業評価」「行政課題抽出」とあるが、これには興味、期待を

している。行政も、市の事業を市民協働の視点からどのように展開できるか

を考えながら事業展開していくべきである。行政からの市民協働の発信が無

いと市民を巻き込むことは難しい。まちづくり交流会について、県内の昨年

度開催実績はどのようになっているのか。 

《平成 27、28年度実績を委員へ説明》 

・行政からの課題提案、市民からの協働事業提案、２つの方向から市民協働を

進めていただきたい。 

 

《木内委員退席》 

 

・庁内で行った研修や講習会について、委員にも情報の提供をしていただきた

い。 

・事務的な会議についての参加は難しいが、職員を対象とした研修や作業の報

告を行う場合は委員の都合によりもよりますが、参加できるよう調整してい

きたいと思います。 

・意見としてですが、提案団体の事業周知を含めた広報への掲載について、掲

載には市の基準があるのは理解するが、協働を進めるには基準を突き破って

いかなければ協働は進まない。「前例が無いからできない」では何も進まな

い。助成金を出すだけではなく、その他の支援もしていかないと。 
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（３）その他 

次年度の募集について、今年度の募集要項を継承し募集したいと考えてい

る。また、庁内作業の結果、行政からの課題提案などがあるような場合は、そ

の内容を含めて募集をかけるなど工夫していきたいと考えていますのでご理

解いただきたい。 

 

４．閉  会 

 

 

 

以 上  

  

 


